
 

平成２６年第１回小松市議会定例会質問一 覧 

（ 3 月 10 日 1 番 ～ 9 番 ・ 3 月 11 日 10 番 ～ 19 番） 

 

※ 3 月 10 日                             Ｎｏ．１ 

順番 質問者氏名 発 言 通 告 要 旨 

１ 

代表質問 

自民党こまつ 

灰田 昌典 

１．平成 26 年度当初予算案の基本的な考え方 

（1）市税収入の見通し 

（2）重点事業について 

２．北陸新幹線金沢開業に向けての取り組み 

（1）小松空港における対応、交流人口拡大策 

（2）一日も早い新幹線小松開業を 

３．全国植樹祭への対応 

（1）国や県との役割分担、植樹祭後どう活かしていくか 

４．旧大和小松店跡地の活用について 

（1）市民参加型フォーラムなどが行われているが、計画の進捗状況は  

（2）新幹線小松開業を見据えて、腰を落ち着けて長期的な対応を 

５．子育て支援策について 

（1）子育て支援策の強化が図られているが、財政負担は 

６．サイエンスヒルズこまつの運営方針 

（1）入場者数をどの程度と想定しているのか 

（2）管理運営費に対する市の持ち出しは 

７．企業誘致の状況 

（1）新産業団地基本調査の進捗状況、串工業団地の売却見通し、

企業誘致に対する市長の決意は 

８．浸水対策について 

（1）梯川の状況、対策について 

（2）浸水対策の今後の展開（石橋川、九竜橋川） 

９．スポーツ施設の整備について 

10．公共投資について 

（1）バランスのとれた投資的経費の確保 

（2）適正な設計積算 



※ 3 月 10 日                             Ｎｏ．２ 

順番 質問者氏名 発 言 通 告 要 旨 

２ 

代表質問 

維新こまつ 

浅野 清利 

１．10 年ビジョンアクションプランについて 

（1）目標達成進捗度は 

２．新年度予算について 

（1）重点分野、重点事業は 

（2）将来の財政見通しは 

３．組織機構の見直しについて 

（1）戦略のねらいは 

４．北陸新幹線金沢開業を控えた２次、３次交通対策について 

（1）誘客対策、観光政策 

５．第 66 回全国植樹祭に向けて 

（1）植樹祭の概要 

（2）開催市としての取り組みについて 

６．福祉政策について 

（1）高齢化への対応 

（2）障害福祉への対応 

７．「環境王国」の農業の充実に向けて 

（1）地元農産物を活用した学校給食について 

（2）有機農業推進協議会 

３ 

代表質問 

みどりの風 

杉林 憲治 

１．平成 26 年度当初予算案について 

（1）防災・減災関連で計上された予算と事業 

（2）関東甲信越地方の雪害の教訓と本市の取り組みは 

（3）大雪時の交通機能の確保について 

２．北陸新幹線金沢開業の対応と福井延伸への取り組み 

（1）金沢開業に向けての取り組みは 

（2）福井延伸に向け、小松は南加賀のリーダーとして市長の手腕に期待 

（3）加賀観光推進議員連盟との連携は 

（4）食文化について 

（5）粟津温泉の現状と今後 

（6）広域観光推進のための道路網（一般国道 416 号、小松白川連絡

道路、白山スーパー林道）の整備促進 



※ 3 月 10 日                             Ｎｏ．３ 

順番 質問者氏名 発 言 通 告 要 旨 

３ 

代表質問 

みどりの風 

杉林 憲治 

３．企業誘致の取り組み 

（1）金沢地域、能登地域では企業立地の動きがある。本市の取り組みは  

４．伝統的産業の現状と今後 

（1）ものづくりで栄えてきたが、人材確保、人材育成は急務である  

（2）奨励金制度の状況 

５．弱者の雇用問題 

（1）生活困窮者自立支援法の取り組み 

（2）障害者雇用率の見直しと現状 

６．介護保険制度について 

（1）増加する認知症患者の対応 

（2）介護職の人材確保 

７．環境問題について 

（1）第２次環境プランの策定について 

（2）ＰＭ2.5 への対応 

４ 宮橋 勝栄 

１．大倉岳高原の通年利用について 

２．地域の拠点づくりに関する市民調査について 

３．北陸新幹線の効果・影響について 

４．30 歳の「而立式」の開催について 

５ 井田 秀喜 

１．木場潟 100 万人構想 

（1）木場潟西園地周辺に図書館誘致 

（2）ライブカメラ設置を提案 

２．歌舞伎のまち 

（1）「みよっさ」の活用 

（2）中学校古典教室について 

３．北陸の成長を引っ張るターミナル 

（1）航空プラザ魅力アップについて 

４．全国の模範となる農林水産業に 

（1）水産業について 

（2）憩いの森おもてなしイメージアップについて 



※ 3 月 10 日                             Ｎｏ．４ 

順番 質問者氏名 発 言 通 告 要 旨 

６ 木下 裕介 

１．行政業務の民間委託について 

２．企業の農林業への参画支援について 

３．加賀海浜産業道路の整備について 

４．「ものづくりのまち」の成長を支えるための小松短大について 

５．木場潟の水質改善について 

７ 一川 政之 

１．防災について 

（1）防災行政無線整備について 

（2）農業用施設防災対策について 

（3）土砂災害について 

２．新産業団地基本調査について 

３．市内コンベンション開催支援補助金制度について 

８ 新田 寛之 
１．学級閉鎖時の対応について 

２．児童の見守り活動に対する助成について 

９ 吉村 範明 
１．病児保育の拡充について 

２．都市計画道路のこれからについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



※ 3 月 11 日                             Ｎｏ．５ 

順番 質問者氏名 発 言 通 告 要 旨 

１０ 浅村 起嘉 

１．スマートシティこまつプロジェクト推進費について 

（1）バイオマス設備導入による助成について 

（2）小松市における効果は 

２．ふるさと納税について 

（1）小松市の状況と今後は 

（2）30 歳の成人式を 

３．就学援助制度について 

（1）小松市の現状は 

４．全国学力・学習状況調査について 

（1）結果の公表のねらいと経緯は 

（2）子どもたちにつけさせたい学力は 

（3）道徳の教科化について 

１１ 吉本慎太郎 

１．「国際都市の推進」と「ふるさと共創」 

（1）多文化共生と市民の国際交流への関心力向上のための取り組みとは  

２．生活保護制度の現状と今後について 

（1）当市の受給世帯数と受給者数は 

（2）受給者の生活状態の把握・調査体制は 

（3）就労支援について 

（4）生活困窮者自立支援法制定に伴う当市の独自施策は 

３．旧大和小松店跡地活用策について 

（1）段階を踏みながら腰を据えた取り組みを 

（2）施設のホテル誘致について 

１２ 高野 哲郎 

１．消費税率改定による景気の下振れリスクの対応について 

（1）現在の景気の判断は 

（2）平成 26 年度当初予算中のどの部分が該当するのか 

（3）特に、市内の中小・零細企業に厚い手当を 



※ 3 月 11 日                             Ｎｏ．６ 

順番 質問者氏名 発 言 通 告 要 旨 

１３ 片山瞬次郎 

１．地域包括ケアシステムの具体的な取り組みについて 

２．道路の陥没（路面下の空洞化）について 

（1）主要市道の路面下空洞調査の実施を 

（2）老朽化する下水道管路施設と道路の陥没 

３．消防団の処遇改善について 

４．近傍災害派遣について 

５．「土曜授業」に関して 

１４ 出戸 清克 

１．施設の民営化について 

（1）保育所の今後の計画 

（2）移管時寄贈品の処理 

２．北陸で際立つ国際都市 

（1）ＴＯＥＩＣの取り組み 

（2）交流人口の目標値は 

（3）情報の収集と発信 

１５ 二木 攻 
１．新幹線と木場潟・白山眺望の一体化についての市長の決意 

２．合宿者への入浴費の補助について 

１６ 宮川 吉男 

１．交通事故対策について 

（1）道路の白線対策 

（2）信号機の無い円形交差点（ラウンドアバウト）の整備導入について  

２．防災・減災対策について 

（1）小松市管理排水機場今後の対応について 

① 梯川沿川の宗座、得橋、白江排水機場について 

（2）鍋谷川改修事業について 

① 改修進捗状況について 

② 期成同盟会見直しについて 

３．観光交流について 

（1）飯山市との今後の取り組みについて 

（2）首都圏の都市との観光交流促進について 



※ 3 月 11 日                             Ｎｏ．７ 

順番 質問者氏名 発 言 通 告 要 旨 

１６ 宮川 吉男 

４．スポーツ大会、合宿の誘致強化 

５．「こまつ食彩冬まつり」について 

６．ひかりっこ保育所について 

１７ 川崎 順次 

１．旧大和小松店跡地利用について 

２．６次産業化に向けての現状について 

３．学校教育について 

（1）学校週６日制について 

４．公共事業の入札不調について 

５．2025 年 10 年後のこまつの未来について 

１８ 橋本 米子 

１．消費税増税から市民の暮らしを守る施策について 

（1）お母さん方の願いに応え、こども医療費窓口無料化へ進展を 

（2）第６期介護保険事業計画について 

（3）県水の責任水量制について 

２．学校教育に関して 

（1）学力テストの公表について 

（2）小中学校の全学年で少人数学級の実施を 

３．原発事故災害について 

（1）越前市からの原発事故避難受け入れについて 

（2）原発の再稼働の中止を国と県に求めるべきと思う 



※  3 月 11 日                             Ｎｏ．８                            

順番 質問者氏名 発 言 通 告 要 旨 

１９ 北出 隆一 

１．今後の地域包括ケアシステムの進むべき方向性について 

（1）第６期介護保険計画の策定について 

① 計画策定のスケジュールは 

② オレンジプランへの対応は 

（2）地域ケア会議について 

① 小松市における実施状況と効果は 

② 今後の進め方は 

（3）認知症対策について 

① 専門家による初期対応はできているか 

② 予防への取り組みは 

 ③ 地域支援事業での取り組み状況と今後の考え方 

（4）地域との連携による介護サービスの提供について 

① 地域包括支援センター委託に際し、公平性は 

② センターによる居宅事業の囲い込みは 

 


